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要約  
 
初等中等教育における情報教育は，「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会

に参画する態度」の３つの要素から構成される情報活用能力をバランスよく育成することを目標とし

ている。（文部科学省，2002，「情報教育の実践と学校の情報化」） 

ここ数年，小中学校課程の各教科や総合的な学習の時間においては，情報教育の取り組みが

急速に進展してきている。しかし，必ずしもバランスのとれた情報活用能力の育成が保証されていな

い現状であり，以下の問題をかかえている。 

（１） ３つの要素のバランス 

「情報活用の実践力」を目標とした情報教育実践は多数行われているが，「情報の科学的な理

解」と「情報社会に参画する態度」の授業実践は数少ない。 

（２） 指導内容のバランス 

「情報の科学的な理解」と「情報社会に参画する態度」の指導内容に以下のような偏りが見ら

れる。 

① 「情報の科学的な理解」は，コンピュータの仕組みや操作の実践に指導内容が偏っている。 

② 「情報社会に参画する態度」は，情報社会の影に対する実践が主流を占めている。 

よって，文部科学省の指導するバランスの取れた情報活用能力の育成が保証されているとは言い

難い現状であるといえる。 

そこで私たちの研究会では，「情報の科学的な理解」「情報社会に参画する態度」の本質的な意

味を反映させた望ましい授業を模索し，小中学校段階の日常の授業の中で実践できる教材を開発

した。本稿では，開発単元の今後の改善の方向性を含め，研究成果の一端を報告する。 
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